













































和 4 年（1315年）1 ）箸折峠塔を含める。
寺本（2018）以降の文献調査からあらたに 1 基、明徳 5 年（1394）北山村見福
































または「宝 1（輿山往生院）」のように表記する。岡本（2012：31）の第 1 表の
Ⅰ類リストから紀年銘を有する和歌山県外の12基（宝 1 〜11、宝13）と県内か
らは宝16（野田）を抽出して、岡本分類の項目にⅠ類と記載した。
但し、宝 2 は構造が大きく異なるため 3 ）、また、宝 3 は日本石造物辞典編
集委員会（2012）等によれば塔身が別物と推定されているため、この 2 基は以












認した宝28を加えた22基を表 2 に載せた。図 3 は表 1 のリストの全ての塔の




No. 岡本分類 寺本分類 名称 住所
造立時期
（西暦）
1 Ⅰ類 輿山往生院 奈良県生駒市有里町 正元元年（1259）
2 Ⅰ類 観音院 奈良県高取町上小島 弘長 3 年（1263）
3 Ⅰ類 薬師寺 奈良県吉野町山口 建治 4 年（1278）
4 Ⅰ類 湯船 京都府和束町五ノ瀬 弘安10年（1287）
5 Ⅰ類 熊山 岡山県赤磐市奥吉原 正応 5 年（1292）
6 Ⅰ類 円福寺北塔 奈良県生駒市有里町 永仁元年（1293）
7 Ⅰ類 興徳寺 大阪府能勢町野間大原 永仁 4 年（1296）
8 Ⅰ類 波多神社 奈良県明日香村冬野 永仁 6 年（1298）
9 Ⅰ類 金胎寺 京都府和束町原山 正安 2 年（1300）
10 Ⅰ類 金龍院 滋賀県甲賀市龍法師 嘉元 3 年（1305）
11 Ⅰ類 堂応寺 岡山県倉敷市真備町 正和 3 年（1314）
12 Ⅰa 箸折峠 和歌山県田辺市中辺路町近露 正和 4 年（1315）
13 Ⅰ類 不動院 奈良県山添村春日 文保元年（1317）
14 清慶寺 兵庫県加西市中野町 嘉暦 2 年（1327）
15 Ⅰa 雲雀山 和歌山県有田市糸我町中番 康永 2 年（1343）
16 Ⅰ類 Ⅰd 野田 和歌山県有田川町野田 貞和 2 年（1346）
17 Ⅰa 施無畏寺（大） 和歌山県湯浅町栖原 観応 2 年（1351）
18 Ⅰc 西行妻娘a 和歌山県かつらぎ町上天野 応安 5 年（1372）
19 Ⅰc 西行妻娘b 和歌山県かつらぎ町上天野 応安 5 年（1372）
20 Ⅰa 奥（おき） 和歌山県有田川町奥 文中 2 年（1373）
21 Ⅰa 称名寺 和歌山県有田市辻堂 永和 2 年（1376）
22 Ⅰc 小峯寺 和歌山県橋本市小峯台 天授 5 年（1379）
23 Ⅰa 施無畏寺（小） 和歌山県湯浅町栖原 永徳元年（1381）
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24 Ⅰd 成福寺 和歌山市松原 至徳 2 年（1385）
25 Ⅰa 善国寺 和歌山県有田市宮原町道 至徳 3 年（1386）
26 Ⅱ 地蔵寺 和歌山県紀の川市岸小野 康応元年（1389）
27 Ⅲ 板尾阿弥陀堂 和歌山県有田川町板尾 明徳 3 年（1392）
28 Ⅱ 見福寺 1 和歌山県東牟婁郡北山村下尾井 明徳 5 年（1394）
29 Ⅲ 専福寺 和歌山県由良町江ノ駒 応永 3 年（1396）
30 Ⅰa 筏立遺跡 和歌山県有田川町大字歓喜寺 応永 6 年（1399）
31 Ⅰa 滝尻王子 和歌山県田辺市中辺路町栗栖川 応永 6 年（1399）
32 Ⅱ 楠本 和歌山県有田川町楠本 応永 8 年（1401）
33 Ⅰa 高津尾中木 和歌山県日高川町高津尾中木 応永22年（1415）
34 Ⅱ 上天野大念仏 和歌山県かつらぎ町上天野 応永23年（1416） 









6 ）、基礎の分類（図 7 ）を以下に図で示す。岡本Ⅰ類は笠の形式にバリエーシ
ョンが見られるが、いずれも図 5 の隅飾り比を65%以下の低いものと定義し
ている。寺本Ⅰタイプでは、笠に関しては宝22を除きA0で、岡本Ⅰ類のYと













































Ⅱ A0、A1（26）、A2（34） A12 ▲ 26、28、32、34





























笠、塔身、基礎の比較的良く保存されている 3 部品に着目して、この 3 つ
を併せた高さを3H高さと称し、全高さの代替値として採用する。また、パー
ツの幅寸法の3H高さに対する比率は、笠幅比（KW/3H）、基礎幅比（BW/3H）





宝13（不動院）： 1 面のみ仏像半肉彫り、他 3 面種子 
宝16（野田）　： 1 面のみ種子、他は無地 






























1 1600 760 423 805 605 585
65以下
〇：奈良県史編纂委員会 1984（参考）
4 1363 635 370 645 518 465 〇
5 723 307 182 355 254 288 〇
6 1539 760 435 775 570 542
奈良県教育委員会事務局
文化財保護課編 1969（引用）
7 1105 493 294 517 380 450 能勢町史編纂委員会 1981（引用）
8 641 302 183 310 240 225 〇
9 1480 760 410 740 510 560 上田 2015（引用）
10 1501 714 383 739 586 530 〇
11 2294 1094 611 1093 864 835 〇：福澤 1984（参考）
12 920 400 220 400 330 370 未計測 〇
13 931 415 241 423 340 353 65以下 〇
14 959 457 265 483 347 339 58.7 〇
15 1195 597 308 598 469 409 62.3 〇




17 1255 600 315 610 460 490 69.0 〇
18 911 404 227 431 332 350 56.3 〇
19 863 399 222 430 311 330 51.2 〇
20 1105 525 298 530 415 405 72.2 〇
21 875 410 220 410 330 330 65.9 〇
22 1067 482 287 500 390 390 56.4 〇
23 823 373 200 379 318 310
未計測
〇
24 1145 540 273 543 435 438 〇
25 736 332 178 335 278 281 〇
26 1100 442 275 465 410 400 〇
27 642 292 154 299 242 246 〇
28 825 355 206 372 320 300 伊藤（2010）（引用）
29 631 283 145 285 250 236 〇
30 769 343 180 345 291 291 〇
31 845 360 200 370 320 330 〇
32 581 261 143 268 220 218 〇
33 668 299 160 298 258 250 〇
34 700 312 161 327 267 272 〇

































に（Δe）KH＋（Δe）TH＋（Δe）BH＝ 0 が成り立ち自由度は 2 となるため、ここでは
















図 9 は縦軸に相似誤差倍率N、横軸に造立年（西暦）をとり、宝 1（往生院）
を基準としたときの33基の分布を示す。
3.2 クラスター分析とデンドログラム（樹形図）作成









宝 6 、宝 8 は判断に迷うところである。一方、宝 1 との関連が明らかに薄い
と感じられるのは、宝 5 、宝 7 、宝 9 、宝12、宝13、宝26の 6 個体であるが、





















表 4 でクラスター第 1 階層を構成する矢印で示す 3 個のステップについて
以下解説をする。
　（宝 1 と最初のクラスターを構成する宝10との比較を表 5 - 1 に、岡本Ⅰ類
と寺本Ⅰタイプのペア 2 例の比較を表 5 - 3 、表 5 - 4 に示す）。 
3.3.1 宝 1（輿山往生院）に近い塔を探す
宝 1 と第 1 階層のクラスターを組む相手は、地元の宝 6 ではなく宝10（金龍
院）という結果になった。比較表を表 5 - 1 に、参考のため宝 1 と宝 6 の比較
も表 5 - 2 に示す。





宝 6 も宝 1 と第 3 階層で同一クラスターを構成する程度の相似性を有して








No. 造立年 3H高さ KW/3H TW/3H BW/3H KH/3H BH/3H
1 1259年 1,600mm 0.475 　0.264 　0.503 0.378 　0.366
10 1305年 1,501mm 0.476 　0.255 　0.492 0.390 　0.353
差   46年  −99mm 0.001 −0.009 −0.011 0.012 −0.013
距離 ΔE＝0.02272　（N＝1.03）
表5-2　宝 1に対する宝 6（円福寺）の相似性評価
No. 造立年 3H高さ KW/3H TW/3H BW/3H KH/3H BH/3H
1 1259年 1,600mm 0.475 0.264 0.503 　0.378 　0.366
6 1293年 1,539mm 0.494 0.283 0.504 　0.370 　0.352









No. 造立年 3H高さ KW/3H TW/3H BW/3H KH/3H BH/3H
11 1314年 　2,294mm 0.477 0.266 　0.476 0.377 　0.364
20 1373年 　1,105mm 0.475 0.270 　0.480 0.376 　0.367













No. 造立年 3H高さ KW/3H TW/3H BW/3H KH/3H BH/3H
13 1317年  931mm 　0.446 0.259 0.454 　0.365 0.379
18 1372年  911mm 　0.443 0.249 0.473 　0.364 0.384



















信号空間には、表 1 のリスト宝 1 から宝14まで宝 2 、宝 3 、宝12を除く11基
を選び判定を行った。
表 6　和歌山県の塔22基を基準としたときの全35基のマハラノビス距離








1 0.475 0.264 0.503 0.378 0.366 1.66
4 0.466 0.271 0.473 0.380 0.341 2.19
5 0.425 0.252 0.491 0.351 0.398 6.91 ＜1%
6 0.494 0.283 0.504 0.370 0.352 2.18
7 0.446 0.266 0.461 0.344 0.407 3.81 ＜1%
8 0.471 0.285 0.484 0.374 0.351 3.16 ＜1%
9 0.514 0.277 0.500 0.345 0.378 5.94 ＜1%
10 0.476 0.255 0.492 0.390 0.353 0.87
11 0.477 0.266 0.476 0.377 0.364 1.10
13 0.446 0.259 0.454 0.365 0.379 0.63








12 0.435 0.239 0.435 0.359 0.402 1.14
15 0.500 0.258 0.500 0.392 0.342 2.31 ＜5%
16 0.491 0.263 0.496 0.385 0.355 0.88
17 0.478 0.251 0.486 0.367 0.390 0.79
18 0.443 0.249 0.473 0.364 0.384 0.91
19 0.462 0.257 0.498 0.360 0.382 1.95
20 0.475 0.270 0.480 0.376 0.367 1.64
21 0.469 0.251 0.469 0.377 0.377 0.35
22 0.452 0.269 0.469 0.366 0.366 1.02
23 0.453 0.243 0.461 0.386 0.377 0.47
24 0.472 0.238 0.474 0.380 0.383 0.50
25 0.451 0.242 0.455 0.378 0.382 0.11
26 0.402 0.250 0.423 0.373 0.364 2.46 ＜5%









28 0.430 0.250 0.451 0.388 0.364 1.14
29 0.448 0.230 0.452 0.396 0.374 0.91
30 0.446 0.234 0.449 0.378 0.378 0.99
31 0.426 0.237 0.438 0.379 0.391 0.93
32 0.449 0.246 0.461 0.379 0.375 0.03
33 0.448 0.240 0.446 0.386 0.374 0.45
34 0.446 0.230 0.467 0.381 0.389 1.14
35 0.443 0.248 0.443 0.350 0.402 1.72
閾値のχ2（カイ 2 乗）の値は、確率で有意水準5%以下は、めったにおこらな
いことと考える。表 6 の分析結果によれば、有意水準が5%、1%で優位とな




















いる点が注目される。C7には表 2 に示すⅡタイプでは宝26を除く 3 基（宝28、




















クラスターC2は宝 9（金胎寺）のみであるが、唯一笠上部が 5 段構成のため
に、全体の構成比率が他と異なり単一クラスターになったと推定される。
















KW/3H TW/3H BW/3H KH/3H BH/3H
KW/3H 1 図12
TW/3H 0.43 1
BW/3H 0.88 0.53 1 図13
KH/3H 0.21 −0.25 0.09 1




























































































































宝 5 の実測図は今岡（2012）より引用。 
宝 7 は未調査のため能勢町史編纂委員会（1981）の図 2 興徳寺の永仁 4 年宝篋
印塔実測図を引用。
宝 1（輿山往生院）塔
（奈良県生駒市1259、1600）
宝 4：京都府 湯船塔
（京都府和束町1287、1363）
宝 6（円福寺）
（奈良県生駒市1293、1539）
宝 5（熊山神社）　左：写真　右：実測図
（岡山県赤磐市1292、723）
宝 7（興徳寺）：実測図
（大阪府能勢町1296、1105）
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参考写真 2：紀年銘の有る宝篋印塔群 その 2（2019年現地調査時筆者撮影）
宝9は未調査のため同志社大学歴史資料館（2002）の図7宝篋印塔実測図を引用。
宝 9（金胎寺）
（京都府和束町1300、1480）
宝10（金龍院）
（滋賀県甲南町1305、1501）
宝14（清慶寺）
（兵庫県加西市1327、959）
宝13（不動院）
（奈良県山添村1317、931）
宝11（堂応寺）
（岡山県倉敷市1314、2294）
宝 8（波多神社）
（奈良県明日香村1298、641）
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